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蒲郡市営モーターボート競走条例の全部改正について 

 

蒲郡市モーターボート競走事業の設置等に関する条例を、次のように制定するも
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蒲郡市モーターボート競走事業の設置等に関する条例 

 

蒲郡市営モーターボート競走条例（昭和３０年蒲郡市条例第１９号）の全部を改

正する。 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号。以下「法」と

いう。）第４条の規定に基づき、蒲郡市モーターボート競走事業（以下「競艇事業」

という。） の設置及びその経営の基本等に関し必要な事項を定めるものとする。 

（競艇事業の設置） 

第２条 モーターボート競走法（昭和２６年法律第２４２号。以下「競走法」とい

う。）第２条の規定によるモーターボート競走の開催及びこれに附帯する業務を行

うため、競艇事業を設置する。 

２ 競艇事業を行う施設の名称及び位置は、次のとおりとする。 

⑴ 名称 蒲郡市モーターボート競走場 

⑵ 位置 蒲郡市竹谷町太田新田１番地１ 

（財務規定等の適用） 

第３条 法第２条第３項及び地方公営企業法施行令（昭和２７年政令第４０３号）

第１条第２項の規定により、競艇事業に法の財務規定等を適用する。 

（経営の基本） 

第４条 競艇事業は、常に企業の経済性を発揮するとともに、公共の福祉を増進す

るように運営されなければならない。 

（競走の開催） 

第５条 蒲郡市（以下「市」という。）が行うモーターボート競走（以下「競走」と

いう。）は、蒲郡市モーターボート競走場において開催する。 

２ 競走の開催は、モーターボート競走法施行規則（昭和２６年運輸省令第５９号。

以下「規則」という。）第１５条及び第１６条の規定により、開催する。 

３ 規則第１５条第１項の規定にかかわらず、規則附則第２項から第４項までの規

定により、特別競走を開催することができる。 

４ 競走の開催日時その他の開催について必要な事項は、市長が定める。 

５ 市は、天災その他市の責めに帰することのできない理由があるときは、競走を

取り止め、若しくは中止し、又は開催の日時及び競走の順序を変更することがで



きる。 

（競走の実施事務の委託） 

第６条 市は、競走法第３条の規定により、競走の実施に関する事務の一部を他の

地方公共団体、競走法第３２条第１項に規定する競走実施機関又は私人に委託す

ることができる。 

（入場料等） 

第７条 競走法第９条本文の規定により入場者から徴収する入場料は、５０円以上

において市長が定める額とする。ただし、同条ただし書に規定する承認を受けた

場合は、この限りでない。 

２ 前項の入場料のほか、特別観覧席を利用しようとする者からは、５００円以上

において市長が定める特別料金を徴収する。 

（勝舟投票券の発売） 

第８条 競走において発売する勝舟投票券（以下「舟券」という。）の券面金額は、

１口金１０円とする。 

２ 市は、前項の舟券１０枚分を１単位とし、１単位以上を１枚にまとめた舟券を

発売する。 

（重要な資産の取得及び処分） 

第９条 法第３３条第２項の規定により予算で定めなければならない競艇事業の用

に供する資産の取得及び処分は、予定価格（適正な対価を得てする売払い以外の

方法による譲渡にあっては、その適正な見積価額）２，０００万円以上の不動産

若しくは動産の買入れ若しくは譲渡（不動産の信託の場合を除き、土地について

は、予定価格が２，０００万円以上で、その面積が１件５，０００平方メートル

以上のものに係るものに限る。）又は不動産の信託の受益権の買入れ若しくは譲渡

とする。 

（業務状況説明書類の作成） 

第１０条 市長は、競艇事業に関し、法第４０条の２第１項の規定により、毎事業

年度４月１日から９月３０日までの業務状況を説明する書類を１１月３０日まで

に、１０月１日から翌年３月３１日までの業務の状況を説明する書類を５月３１

日までに作成しなければならない。 

２ 前項の業務の状況を説明する書類には、次に掲げる事項を記載しなければなら

ない。 



⑴ 事業の概況 

⑵ 経理の状況 

⑶ 前２号に掲げるもののほか、競艇事業の経営状況を明らかにするため市長が

必要と認める事項 

３ 天災その他やむを得ない事故により、第１項に定める期日までに同項の業務の

状況を説明する書類を作成することができなかった場合においては、市長は、で

きるだけ速やかにこれを作成しなければならない。 

（会計事務の処理） 

第１１条 法第３４条の２ただし書の規定により、競艇事業の出納その他の会計事

務のうち次に掲げるものに係る権限は、会計管理者に行わせるものとする。 

⑴ 公金の収納又は支払に関する事務 

⑵ 公金の保管に関する事務 

（委任） 

第１２条 この条例に定めるもののほか、競走の実施及びこの条例の施行について

必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

（蒲郡市特別会計設置に関する条例の一部改正） 

２ 蒲郡市特別会計設置に関する条例（昭和３９年蒲郡市条例第１０号）の一部を

次のように改正する。 

第２条を削り、第１条の表蒲郡市モーターボート競走事業特別会計の項を削り、

同条の条名を削る。 

（蒲郡市特別会計設置に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

３ 蒲郡市モーターボート競走事業特別会計の平成２５年度に係る決算に関しては、

なお従前の例による。 

（蒲郡市モーターボート競走事業財政調整基金条例の一部改正） 

４ 蒲郡市モーターボート競走事業財政調整基金条例（昭和５２年蒲郡市条例第６

号）の一部を次のように改正する。 

第２条中「次に」を「蒲郡市モーターボート競走事業会計予算（以下「予算」

という。）で」に改め、同条各号を削る。 



第５条中「特別会計の」を削る。 

（蒲郡市競艇施設整備事業基金条例の一部改正） 

５ 蒲郡市競艇施設整備事業基金条例（昭和４８年蒲郡市条例第３２号）の一部を

次のように改正する。 

第２条中「蒲郡市モーターボート競走事業特別会計歳入歳出予算（以下「予算」

という。）に」を「蒲郡市モーターボート競走事業会計予算（以下「予算」という。）

で」に改める。 

（蒲郡市モーターボート競走事業臨時従事員の給与の種類及び基準に関する条例

の一部改正） 

６ 蒲郡市モーターボート競走事業臨時従事員の給与の種類及び基準に関する条例

（平成２５年蒲郡市条例第１９号）の一部を次のように改正する。 

第２条第１号中「蒲郡市営モーターボート競走条例（昭和３０年蒲郡市条例第

１９号）第２条」を「蒲郡市モーターボート競走事業の設置等に関する条例（平

成２５年蒲郡市条例第  号）第５条第２項から第５項まで」に改める。 

 

 


